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ＣＲＦ－５ＢＭＦ取扱説明書周波数可変式

コントロ－ラ

コントロ－ラＣＲＦ－５ＢＭＦは周波数可変式で各電磁式本体の用途,使用条件などに応じた

駆動周波数がパネル正面のボリュ－ムで設定可能。各種制御に必要な付加機能及び振幅一定

●仕様

名 称 周波数可変式コントロ－ラ

形 式 ＣＲＦ－５ＢＭＦ

出

力

５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

駆動方式 インバ－タ方式

電 圧

本 体

周 波 数

２００Ｖ 半波 ８００φ

半波４０～１００Hz,全波８０～２００Ｈｚ（基板内ｽｲｯﾁで切替）

入
力

電 圧

周 波 数

運転,停止

外部制御

ＯＰ－Ｐ２基板を装着｡

外部よりｺﾝﾄﾛ-ﾗへ電圧供給ＤＣ１２～２４Ｖの範囲で印加｡

ＤＣ１２Ｖで使用できる光電ｽｲｯﾁ,近接ｽｲｯﾁ又は無電圧有接点にて制御｡

ｵ-ﾊﾞ-ﾌﾛ- 外部より電圧(DC12～24V)を印加,またはＯＰ－Ｐ２基板装着で光電,近接

付

加

機

能
（
標
準
装
備
）

ｵﾝﾃﾞｨﾚ-ﾀｲﾏ-（最大設定５秒）,ｵﾌﾃﾞｨﾚ-ﾀｲﾏ-（最大設定２秒）を内蔵｡

できる｡外部ｾﾝｻへの供給電源容量はＤＣ１２Ｖ,４０ｍＡが限度｡

過負荷,短絡 過負荷または短絡時にＰＯＷＥＲランプがオレンジ色に点灯｡

ｿﾌﾄｽﾀ-ﾄ 電源投入時や外部信号等で運転開始時に振幅が滑らかに立ち上がるソフト

スタ－トを内蔵｡（ﾊｲｽﾀ-ﾄ,ｽﾛ-ｽﾀ-ﾄは基板内ｽｲｯﾁで切替）

の保護

ｽｲｯﾁ又は外部信号（無電圧有接点）を接続することにより，満杯停止が

DC/DCｺﾝﾊﾞ-ﾀ基板（ＯＰ－Ｐ２）はＯＰ－９Ｂ基板への±１２Ｖ電源供給

リレ－基板（ＯＰ－５Ｎ）を付加すれば,ﾊﾟ-ﾂﾌｨ-ﾀﾞと同期した信号（運転

停止信号）がリレ－接点２ｃ｡（１Ｃ接点のＯＰ－４も有ります｡）

環
境
・
構
造

周囲温度

周囲湿度

外 形 色

外形寸法(mm)

重 量(K9)

（出力回路と

はｱｲｿﾚ-ﾄされ

ています｡）

－１５～３５℃（氷結,結露しないこと）

３５～８５％ＲＨ

マンセル記号Ｎ－３.０ メタリックシルバ－

約６８Ｗ×１９９Ｈ×１３９Ｄ

約 Ｋｇ

オ
プ
シ
ョ
ン

ＯＰ－５Ｎ（
別
売
り
）

ＡＣ８０～２２０Ｖ

０～１１０Ｖ／０～２２０Ｖ（基板内ｽｲｯﾁで切替）

（自動復帰型）

機能が標準装備｡

振幅一定
振幅一定基板（ＯＰ－９Ｂ）と１２８Ｅｾﾝｻ-により,入力電圧の変動や

本体の各種変化に対しても安定した振幅制御をします｡取扱いについては

【振幅一定調整の取扱説明書】に基づいて調整して下さい｡

と外部へ電源供給｡

スライドスイッチ（Ｈｚ／Ｖ）の切換により,周波数又はレベル値がＬＥＤ表示
表示されます。
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●各部の名称と機能

スライドスイッチ（Ｈｚ／Ｖ）

周波数/レベル値表示

ＳＰＥＥＤ（ＶＲ２）：振幅（出力電圧）調整用のボリュ－ム｡

Ｓ２：出力電圧切替ｽｲｯﾁ（１００Ｖ－２００Ｖ切替）

基板配置図

Ｓ３：全波（ ）－半波（ ）切替ｽｲｯﾁ

Ｓ４：Ｄ.ＯＮ（ダ－クＯＮ）－Ｌ.ＯＮ（ライトＯＮ）切替ｽｲｯﾁ

Ｄ.ＯＮに設定－センサをしゃ光ＯＮで使用する場合に切替る｡

Ｌ.ＯＮに設定－センサを入光ＯＮで使用する場合に切替る｡

Ｓ５：ＨＩ.ＳＳ(ﾊｲｽﾀ-ﾄ)－ＳＬ.ＳＳ(ｿﾌﾄｽﾀ-ﾄ)切替ｽｲｯﾁ

ＨＩ.ＳＳに設定－ハイスタ－ト,ハイストップ動作｡

ＣＮ２：ＯＰ－Ｐ２基板（ＤＣ／ＤＣｺﾝﾊﾞ-ﾀ基板）との接続用コネクタ｡

S2

CN2TB

正
面
側

ＶＲ４：オ－バ－フロ－用オフディレ－タイマ

パ－ツフィ－ダが再起動するまでの時間を設定するタイマ｡

（ＭＡＸ２秒まで設定可能｡）

ＳＬ.ＳＳに設定－スロ－スタ－ト,スロ－ストップ動作｡

S3
S4
S5

VR4

POWER

STOP.M

SPEED.ADJ

パネル配置図

POWER
ON

OFF

VR3

STOP.T

ＯＰ－９Ｂ

ＯＰ－９Ｂ：振動一定基板

【振動一定調整の取扱説明書】を参照｡

ＰＯＷＥＲ：ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮすると点灯｡ 過負荷,出力短絡時はオレンジ色に点灯。

ＳＴＯＰ.Ｍ：ワ－ク確認時は緑色,停止時は赤色に点灯｡

ＦＲＱ.（ＶＲ３）：振動周波数を設定するボリュ－ム｡

ＳＴＯＰ.Ｔ（ＶＲ５）：オ－バ－フロ－用オンディレ－タイマ パーツフィーダが停止

するまでの時間を設定するタイマ｡（ＭＡＸ５秒まで設定可能）

ＳＰＥＥＤ（ＶＲ２）

ＰＯＷＥＲ

ＳＴＯＰ.Ｍ

ＦＲＱ.（ＶＲ３）

ＳＴＯＰ.Ｔ（ＶＲ５）

Ｈｚ Ｖ

周波数/レベル値の切換
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●端子台の接続

～ ＡＣ１００Ｖまたは２００Ｖを接続して下さい｡

負荷

必ず大地ア－スは接続して下さい｡（負荷のア－スも接続して下さい｡）

パ－ツフィ－ダ等の負荷を接続して下さい｡

２.外部制御端子（端子番号６,７,８）の接続｡（ＣＲＦ－５Ｆ基板の端子台）

青（黒）リ－ド線

a.ＯＰ－Ｐ２基板（ＤＣ／ＤＣｺﾝﾊﾞ-ﾀ基板）のＳ１ｽｲｯﾁをＤＣ・ＯＮ｡

黒（白）リ－ド線

茶（赤）リ－ド線

(1)センサ（３線式）を使用する場合｡

(3)無電圧有接点（リレ－接点,ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ等）を使用する場合｡

LSまたはR1

b.外部よりＤＣ１２Ｖ～２４Ｖを供給する場合｡

+12V～24V

0V

センサ

１.入力電源（端子番号１,２,３）と負荷（同４,５）の接続｡（ＣＲＦ－５Ｆ基板の端子台）

(2)センサ（直流２線式）を使用する場合｡

青（黒）リ－ド線

茶（白）リ－ド線
センサ

4.7KΩ 1/4W

抵抗

注：（）内リ－ド線色は旧ＪＩＳ規格による｡

注：（）内リ－ド線色は旧ＪＩＳ規格による｡
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ＯＰ－Ｐ２基板のＳ１ｽｲｯﾁをＤＣ・ＯＦＦ｡

注：直流２線式センサは別途相談お願いします｡
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●外形図
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4-5φ

ｺﾝﾄﾛ-ﾗ取付寸法

3-20φｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭ

●使用上の警告

１.各端子に配線作業する場合やコントロ－ラ取付後にパネル部分を取り外す時には電源ｽｲｯﾁ

をＯＦＦし,さらにコントロ－ラへ供給している電源元をＯＦＦして下さい｡

２.コントロ－ラの定格電流以上の負荷を接続した場合や,短絡している時はＡＬＡＲＭランプ

が点灯し,コントロ－ラを保護します｡点灯した場合は電源を切りその原因を究明して下さ

い｡

３.入力電源を頻繁にＯＮ,ＯＦＦしないで下さい｡

４.負荷を一時的に停止させたい場合は必ず外部制御端子（端子番号６,７,８）を使用して下

さい｡

５.放熱をよりよくするためにコントロ－ラは縦方向に取付け,コントロ－ラ上部は５０mm以上

左右は５mm以上の空間を設けて下さい｡

６.ＣＲＦコントロ－ラは電子機器につき,絶縁耐圧試験や絶縁抵抗試験は絶対行わないで下さ

い｡

７.ＯＰ－Ｐ２基板のＳ１ｽｲｯﾁをＤＣ・ＯＮにした場合,外部制御端子（端子番号６,７,８）に

は電圧を印加しないで下さい｡
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ＣＲＦ－５ＢＭＦｺﾝﾄﾛ-ﾗ

ハネ

拡大図

１２８Ｅｾﾝｻ-

取付金具

との結合ﾎﾞﾙﾄ

ｾﾝｻ-を円形ﾌｨ-ﾀﾞの
中心に合致させる

ｾﾝｻ-

中心

１２８Ｅｾﾝｻ-の取付角度

ハネ

a.円形フィ－ダ

4Pｿｹｯﾄ

１２８Ｅｾﾝｻ-

シュ－ト

拡大図

取付孔

１２８Ｅｾﾝｻ-

b.直進フィ－ダ

4Pｿｹｯﾄ

OP-9B基板のCN1へ

OP-9B基板

CN1

アタッチメント

アタッチメント

ＣＲＦ－５ＢＭＦｺﾝﾄﾛ-ﾗ内

シュ－ト

１２８Ｅセンサ－(アンプ内蔵)を使用｡

１２８Ｅセンサ－を使用｡

【振幅一定調整の取扱説明書】

１.センサ－取付とＯＰ－９Ｂ基板の接続図｡
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設定開始

運転,停止を繰り返しスタ－ト時のハンチング等の無し

設定終了

設定上の注意｡

◎設定終了後に出力周波数を変えた場合は,必ず最初のＭＡＮＵ（手動）から再度調整し

て下さい｡

設定終了後はＳＰＥＥＤ.ＡＤＪの設定した振動を維持する｡

ＭＡＮＵ

（手動）

を確認する｡

ＡＵＴＯ

（自動）

ＡＵＴＯ

（自動）

ＡＵＴＯ

（自動）

ＣＲＦ-５ＢＭＦ 定振幅調整

CN1

GAIN

LEVEL

S1

VR

OP-9B

VHz

表示器

ＯＰ－９Ｂ基板

ＣＲＦ－５ＢＭＦ

Ｓ

一般調整を行い適正振動値（適正周波数－Hz､ SPEED.ADJ指示値

－Ｖ）を記録する｡（パネル面のスイッチＳを切替えて記録する）

ＯＰ－９Ｂ基板上のスイッチＳ１をＡＵＴＯ（自動）に切替えて

ＬＥＶＥＬ（レベル）調整をする｡

ＬＥＶＥＬ（レベル）調整の方法

ＯＰ－９Ｂ基板上のＶＲ（SUB）で粗調整､ＬＥＶＥＬで微調整し

手動時と同じSPEED.ADJ指示値－Ｖ（表示器のＶ指示値）になる

ように目盛調整する｡

注:ＡＵＴＯ設定時､手動設定のSPEED.ADJは動かさないで下さい｡

SPEED.ADJ

出荷時VR(SUB)目盛

出荷時LEVEL目盛

10
0

10
0

5

(SUB)


